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第２９回長崎大学学長選考会議議事要旨 

 

１ 日 時  平成２５年１月２４日（木）１５：３０～１６：４０ 

２ 場 所  長崎大学事務局第３会議室 

３ 出席者  １０名  

        宮崎，宮脇，森岡，矢野，山路，松山，林，中山，東條，調の各委員 

４ 欠席者  ４名 

﨑元，中村，石松，中田の各委員 

５ 配付資料 

(1) 第２８回長崎大学学長選考会議議事要旨             （資料１） 

(2) 学長候補者選考関係規則等の見直しのポイント          （資料２－１） 

長崎大学学長候補者の選考に関する規則                        （資料２－２） 

崎元委員からの意見                      （資料２－３） 

学長候補者選考に係る他大学の状況（規則から確認できる範囲）  （参考資料①） 

候補者の部局推薦の例                                        （参考資料②） 

長崎大学学長候補者選考手続きの流れ図【現行】           （参考資料③） 

長崎大学学長候補者の選考に関する規則                （参考資料④） 

長崎大学学長選考規則                          （参考資料⑤） 

学内意向投票部局別職員数                                    （参考資料⑥） 

今後の経営協議会の開催予定                                  （参考） 

 

６ 議事要旨の確認等について                               

議長から，平成２４年１１月２２日開催の学長選考会議の議事要旨については，事前

に案をお送りし御確認いただき，資料１のとおり確定している旨の報告があった。 

 

７ 議事 

(1) 学長候補者選考関係規則等の見直しについて 

議長及び東條委員から，学長候補者選考関係規則等の見直しについては，継続して

検討してきたものであるが，前回までの会議において，資料２－１の今回の学長候補

者選考関係規則等の見直しポイントに関しては，学内意向投票において再投票を行う

可能性を残すことを含め，この会議での合意が出来ているが，教育研究評議会が推薦

する候補者を確保する観点に関し，その抜本的な方策について，更に検討を行うこと

となっていた旨の説明があった。 

次いで，事務局から，配付資料についての説明があった。 

引き続き，候補者の確保について，欠席の崎元委員からの意見，他大学の状況，法

人化後の学長候補者選考規則の見直しの経過，法人化前の本学の学長候補者選考の手

続き等を踏まえて，種々の議論を行った結果，現実的には抜本的な方策を見いだすこ

とは困難であるとの結論となり，候補者の確保の観点による見直しについては，前回

まで合意した学内の推薦者「２０人」の緩和について「１０人」とすること，推薦書

の様式を「単記方式」に変更すること及び今回﨑元委員から提案のあった経営協議会

学外委員からの推薦に係る賛意者「２人以上」を「１人以上」と変更することとなっ

た。 
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次いで，議長から，本日までの議論，﨑元委員からの意見等を踏まえ，規則の改正

案を作成することとすること及び今後の日程として，遅くとも平成２５年１０月まで

に規則を改正する必要があり，前回の会議においては平成２５年６月を目途とするこ

ととしたが，学内委員に平成２５年３月末で任期が満了する委員があることから，可

能であれば今年度中に規則の改正を行いたい旨の提案があり，了承された。 

なお，審議の過程で，おおむね，次の意見があった。 

 

○ 本当に学内には，学長となろうとする者がいないのであろうか。法人化により

学長の責任が相当に重くなったということであろうか。 

 

○ ほとんどの教員は，学長職に就くつもりで，大学に採用されてはいない。 

 

○ 大学の教員は，教育研究などに喜びを感じている，学長になるということは，

それらを捨てて管理運営だけを行うこととなる。 

 

○ やはり，学長に適任であると思われる者に誰かが働き掛けて，必要な数の推薦

者を集めて，手を挙げさせなければならないということになる。 

 

○ 抜本的な方策ではないが，推薦者の数を減らすことぐらいしか具体策がないよ

うに思われる。 

 

○ 適当な推薦者の数については，根拠があるものではないが，ある程度の数は必

要であり，１０人程度で十分と思われること。１０人にして，なお候補者の確保が

困難であれば，推薦者の人数ではなく，他の方策が必要である。 

 

○ 﨑元委員から提案された経営協議会学外委員が推薦する場合の賛意者の人数

の緩和については，提案の１人以上の賛意者で実質２人以上の学外委員による

推薦との考えと学外委員１人による推薦も可能とするとの考えがあると思う。 

 

○ 効果としては，大きな差はないと考えるが，提案の１人以上の賛意者を得ての

推薦でよいと考える。 

 

○ 﨑元委員の意見にある，意向投票の再投票について，限定的に可能とする規定

とすることについては，学長選考会議が再投票の実施を判断するに当たって，

制約とならないようにする方がよいと考える。 

 

８ 次回の学長選考会議の開催について 

  議長から，次回の学長選考会議の開催期日について，経営協議会が開催される日を基

本としているので，平成２５年３月２２日（金）に開催することとする旨の説明があっ

た。 

以上 


